
 

 

 

   －発達障害者の社会的支援の事例検討から－ 
 

to 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 北海道精神障害者社会福祉事業協議会事務局 

   TEL : 0144-75-2328 / FAX : 0144-75-5858 

   E-mail : hokusei-kyo@therap.or.jp 

      

 

 

【オンラインセミナー】  
 
講 師 ： 早稲田大学人間科学学術院 岩崎 香 教授 
  
〇講 演 「ピアスタッフとの協働から生まれるもの －地域生活支援の発展と課題－」  
       14:00～15:30（90 分） 
 
〇質疑応答  「会場参加者とオンライン参加者とを結んで」 
           15:30～16:00（30 分） 
 
〇会員事業所紹介 「北海道内の就労支援、居住支援、相談支援事業所」 
         YouTube による期間限定の動画配信（後日に URL をメール送信） 

と き   2022 年 2 月 4 日(金) 14:00～16:00 
 
ところ    岐阜県岐阜市／岐阜県障がい者総合就労支援センター 

（岐阜県岐阜市学園町 2丁目 33番地 ） 

形 式   岐阜県障がい者総合就労支援センター会議室よりZoomライブ配信 

定 員   200 名（会場参加 50 名 / Zoom 参加 150 名） 

参加費  2,000 円 

※ 参加の申込はメールにて必要事項を記入し、

右記の団体アドレスに送信してください。 

  

１）メール申込件名に「オンラインセミナー参加」

（会場）又は（Zoom）と記入してください。 

２）本文に、①名前、②所属、③電話番号を記入

してください。 

※ 申込み受付後に完了メールを返信致します。 

※ 締切日：2022 年 1 月 28 日（金）17:00 

 

 

 

 

【北海道精神障害者社会福祉事業協議会 共催】 

in 岐阜 

ピアスタッフとの協働から生まれるもの 

 

【お問合せ・申込先】 

全国精神障害者社会福祉事業者ネットワーク事務局 

    TEL : 0144-75-2328 / FAX : 0144-75-5858 

      E-mail : zensei-net@therap.or.jp 



 

講師 : 早稲田大学人間科学学術院 岩崎 香 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、日本の精神保健福祉領域のなかで精神障がいを経験した方々が支援者として支援

の現場でどこまで担うことが可能になるか。そのことで福祉の現場はどのような変容がみ

られるのか。米国等のモデルにあるような支援システムに発展できる可能性はあるのか。

2004 年９月に打ち出された「改革ビジョン」も、2006 年の「障害者自立支援法」の

施行により精神障害者に特化した国の支援施策も影が薄くなる一方で、昨年の精神障害に

も対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた検討会や、それを具体化するための方策

についての新たな検討会が本年 10 月に立ち上がっています。精神障がい者の地域移行の

取組や生活支援等の積み残された課題解決に向けた国の「思い」は感じつつも、具体的な

施策が思うように進まないもどかしさも感じます。このたびの講演は、精神保健福祉領域

の中で「ピアスタッフとの協働から生まれるもの」をテーマに、精神障がい者のピア活動

の実践的課題や精神保健福祉の支援システムとして今後展開・発展させるためには、どの

ような方向性で進めるべきか等々についてお話いただく予定です。 

 

 

・日 時  2022 年 2 月 4 日［金］ 14:00～16:00 

・形 式  岐阜県障がい者総合就労支援センター会議室より Zoom ライブ配信 

・対 象  全精福祉ネット会員（団体会員のすべての会員事業所を含む） 

・参加費  2,000 円（参加が確認できた会員に振込用紙を郵送します） 

・定 員  200 名（会場参加 50 名 / Zoom 参加 150 名） 

・主 催  全国精神障害者社会福祉事業者ネットワーク 

・共 催  北海道精神障害者社会福祉事業協議会 

・協 力  社会福祉法人舟伏 清流障がい者就業・生活支援センターふなぶせ 

【講師紹介】 

 [研究内容]長年、医療・福祉の現場で臨床に携わりながら研究を続けてきており、社会福

祉の理論と実践をつなぐ研究を志向している。現在の中心的な研究は、①障害者の権利条

約などの人権に関する研究、②ソーシャルワーカーが臨床で活用する機能とその効果に関

する研究、③障害者虐待に関する研究、④障害者の意思決定支援に関する研究及び海外

の代理人制度、⑤障害者の就労におけるアセスメント、⑥専門職による連携やコンサルテー

ション、⑦ピアサポートに関する研究など。 

 [学会活動]日本精神障害者リハビリテーション学会常任理事（副会長）、日本精神保健福

祉学会理事 

 [主な著書]人権を擁護するソーシャルワーカーの役割と機能-精神保健福祉領域における

実践過程を通して-（2011 中央法規出版）、障害ピアサポート：多様な障害領域の歴史と今後

の展望（2019 中央法規出版）、他 


